
 

 

 

네가 있던 계절 - 가을로 가는 기차 

계절 季節 

어둑하다 だいぶ暗い 

새벽  明け方、夜明け 

걷다 歩く 

쓸쓸하다 もの寂しい、わびしい 

느낄 수 있어 感じられる 

인해  …によって 

가득 いっぱい 

떠오르다 浮かぶ、思い浮かぶ 

작다 小さい 

꽃 花 

소소함에  細かく雑多である、細々しい 

설레고 （喜びや期待などで）胸がどきどきする、ときめく 

잊다 忘れる 

속 内、中 

…기 …（する）こと 

지나다 過ぎる、通過する 

조금씩  少しずつ 

무디다 鈍い 

머무르다 留まる 

익숙하다 慣れている 

거리 街、街頭 

하마터면  危うく、すんでのことで 

스치다  かする、よぎる、すれ違う 

…뻔했던 …しそうだった 

오히려  むしろ、かえって 

미워하다  憎む、嫌う 

생각나다 思い出す 

잊히다 忘れられる 

 


